
Fact checking and literacyファクトチェック
の実践と課題

日本ファクトチェックセンターの紹介



古田大輔
ジャーナリスト /メディアコラボ代表

日本ファクトチェックセンター編集長

デジタル・ジャーナリスト育成機構事務局長

福岡出身、福岡高校、早稲田大学政経学部卒業。 

朝日新聞記者： 2002年に入社。京都総局、豊岡支局、社会部、アジア総局（バンコク）、シンガポール支
局長を経て、2013年からデジタル編集部。 

BuzzFeed Japan創刊編集長： 2015年10月に就任し、翌年1月に日本版ローンチ。ニュース&エンターテイ
メントを記事、動画、ソーシャルで展開。3年で日本有数のデジタルメディアに。 

独立：2019年6月に独立。ジャーナリストとして活動するとともに、デジタル報道の普及や組織を超えたメ
ディアの協力と発展を支援。 

Google News Labティーチングフェロー： 2020年9月-2022年8月で記者や編集者、学生ら延べ2万人超に
デジタル報道トレーニングを実施。 

日本ファクトチェックセンター（JFC）編集長 :2022年9月に就任。がんばります。 

その他に、デジタル・ジャーナリスト育成機構(D-JEDI)理事 、、慶應大・早稲田大・近畿大非常勤講師な
ど。著書に「子どもを育てられるなんて思わなかった」（編著、山川出版）、「フェイクと憎悪」（共著、大月書
店）、「ジャーナリズムは歴史の第一稿である」（共著、成文堂）、「YOUTH QUAKE」（共著、よはく舎）。 

US Japan Leadership Program Japan delegate 2022-2023 
ニューヨーク市立大院 “News Innovation and Leadership” 2021修了 
米国務省 International Visitor Leadership Program “Integrity of Journalism” 2018修了 

古田大輔(日本ファクトチェックセンター編集長)
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● 2022年設立。母体は一般社団法人セー
ファーインターネット協会。

● 非営利で独立して活動する編集部を中心に
総合的な偽情報対策に取り組む

● 編集長は2016年からファクトチェックに取り
組んできた古田大輔

● 「ファクトチェックの実践」と「メディアリテラ
シーの普及」が主な活動

● 偽情報の実態に関する調査研究や技術開
発にも貢献

● 国際ファクトチェックネットワーク（IFCN）に加
盟
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日本ファクトチェックセンター（ JFC）
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設立当初の月 10本から動画も含めて月 40本超に



検証対象の多様化と 2024年からの政治系の検証の増加



言論の自由を尊重し、人の意見ではなく、提示されている「ファクト」を検証



検証対象を選ぶ基準の公正さを保つ



偽・誤情報が特に集中する時事問題にあわせた特集やプレバンキング



2026年総選挙関連のファクトチェックや解説記事

● 25本のファクトチェック記事と 6本の解説記事 (他のファクト
チェック機関と大手メディアの合計は 71本)

● 投開票日前に拡散しがちな偽・誤情報を解説し、プレバンキン
グ。選挙後に総括する記事や動画の分析も。

● 候補者や政党に関する誤った情報や選挙不正を訴える根拠
のない主張、候補者自身の発言など、多角的に検証。





「調和のとれた情報空間 (情報インテグリティ )」のための重層的な対策の柱



ファクトチェックの効果

● 拡散の歯止め
○ 検証がなければ、偽誤情報は歯止めなく拡散する。

● 再拡散の予防
○ デマは繰り返す。一度検証しておけば再拡散の予防に。

● 情報の空白を埋める
○ 検索結果では偽誤情報よりもファクトチェック記事が上位に。

● メディアリテラシー教育への活用
○ 検知・検証のノウハウが実践的なメディアリテラシー教材に。

● 議論の土台
○ 法規制など議論をするさいのケーススタディ、分析対象

■ 高市首相を熱狂的に応援する高齢者、踊りだす中道... 急増したAIによる偽画像/
動画【#衆院選ファクトチェック 解説】

https://www.factcheckcenter.jp/explainer/politics/election-2026-2-ai/
https://www.factcheckcenter.jp/explainer/politics/election-2026-2-ai/


公的機関の目線でのファクトチェックの課題

● 検知
○ 誰がどうやって疑義情報を検知する？

● 選定
○ 誰がどうやって検証対象を選定する？

● 検証
○ 誰がどうやって検証する？

● 説明責任
○ 批判や疑問に誰がどうやって回答する？

● 公的機関の関与度合い
○ 何をどこまでやるべき？

● 「検閲」にならない？
○ 言論の自由を抑制する危険性
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